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と庵マスター楠木　生活スタイルを見直し！
～腸閉塞から生還です～

体調不良で、食事ができず、ダウン寸前の4月23日。翌日はさらに腹痛が激しく、店に立つこと

もままならず、25日にはおう吐、斉藤隆裕氏に出張治療をお願いし、針・灸・マッサージを受け

ました。一旦は良くなったかに思えましたが5月に入り、真夜中の腹痛で立つこともできなくな

りとうとう市川総合病院で診察を受けました。

歩行ができないので、車椅子に乗せられて診察を受けると、　　　　　　　　　　　　　　　

即入院の運びになりました。病名は「腸閉そく」でした。

回復手術などは行わず、飲食を中止し、抗生物質と胸から管を入れて大量の水分を体内に流す

ことで治療しました。お陰さまで5月18日午後には退院することができました。

色々と原因を考えると、暴飲暴食と運動不足が原因と反省し、今後は毎日規則正しい生活を送

るとともに、一つの方法として、焙煎を再度自分で行うことといたしました。

焙煎はこの季節、大変負担ではありますが、体調はそれ以降すこぶる好調です。

今後はこのようなことがないように、体調管理を徹底してまいります。今年の夏は節電・猛暑

が予想されます。皆さま方も体調管理を万全に、健やかにお過ごしください！
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「純が事故って救急車で運ばれた！」という電話が入ったのは1999年5月12日、私の誕生日でした。それ以来、その

日は純生というニックネームで呼ばれていた純の復活の日にもなったのでした。バイクの後に友達２人を乗せた３ケ

ツ、ノーヘルメット、赤信号無視、というルール違反のオンパレードの果ての事故でした。脳挫傷で開頭手術をし、主治

医からは５，６時間もつかどうか、と宣告されましたが、手術を終えた純の顔を見た瞬間「ああ、これなら大丈夫」と私

は直感的に確信しました。それは"生きる意欲"が見えていたからです。開頭した部分には人工骨で蓋をし、高次機能障

害、左半身麻痺、左半分の視野が失われるという後遺障害がその代償となりました。今振り返って本人は事故で何か

が吹っ切れた気がするのでかえってよかった、と言っています。そして最も幸いだった事は後ろに乗っていた友人のう

ち１人は無傷、もう１人も比較的軽傷で済んだ事でした。

意識のないまま２，３ケ月が経った後、たどたどしい口調で必死に話し始めました。それは、祖父が現れて「お前はま

だ駄目だ」と言われた事、それから恐ろしい真の暗闇の中から映画で見るワ－プする時の様なとても眩しく明るい光

がワーッと意識全体に広がった事、幼い頃に住んでいた家の周りを自分が鳥にでもなったかのように見下ろしながら

漂っていた事など、夢うつつの中で体験した話でした。

脳外科に４ケ月入院した後、伊豆にあるリハビリ専門病院に３ケ月間入院しました。その春から休学していた定時

制高校に復学しましたが、1年目は毎日が頭痛との戦いで明け暮れました。2年目以降頭痛に慣れたようで学校行

事などにも積極的に参加するようになり、まったく文字の読み書きが出来なかった状態が、授業に出ることの刺激でわ

ずかずつではありましたが回復してきました。以来天候、気圧の変化などに影響を受ける頭痛には現在も悩まされて

います。テスト問題にふりがなをつけて受験させてくださった先生方のご協力と、多くの友人の暖かい励ましのお陰で

６年間をかけて高校を卒業することが出来ました。その事は本人にとってとても大きな自信になっています。

私は脳細胞の回復には刺激が最も大切だと思いましたので、コンサート、講演会なども一緒に連れて出掛けるよう

にしましたが、2000年春からは、外に出ることと左手を使うことを目的にカメラを持たせ、あちこちと季節の花、風景、

祭りなど様々な被写体を求めて二人で出掛けるようになりました。視野は半分ほど失われてしまいましたが、レンズを

通して見る世界は広く新鮮に写ったようで、写真を撮ることに熱中していましたが、ことに「光と影」の対比を好んで写

していました。リハビリで今も通院している病院では純の写真館というコーナーを廊下の壁に作って下さったお陰で、

多くの方に写真を見ていただき、それをきっかけに交流をもつことが出来て、暖かいご支援をいただいています。

また事故後数年経って伊与久大吾先生の太極拳のご指導を受けるようになってからは、それまで左足を少し引き

ずって歩き、足裏には不自然な歩き方のせいでタコのようなものが無数に出来ていましたが、太極拳を始めて２，３ケ

月経った頃、気がつくと足裏のタコはきれいに消えてしまっていました。

今では歩き方も健常者とかわらないまでに回復し、バランス感覚も少しずつ取り戻しつつあります。昨夏は辛い体験

だった谷川岳登山をしたことで自信もついたようです。まだ完全ではありませんが外見はどこに障害があるのかわから

ない程になってきました。また以前から挑戦したがっていた陶芸を始めたことで左手も少しずつ使うようになりました   

が、　どうしても左右均等に力を入れる事は今でも上手くいかないようです。このように趣味は

広がり、　楽しい人の輪には恵まれていましたが、私達は純の将来の事が唯一の心配事に

なる年齢でもありました。

2011年の正月、伊与久先生とご一緒にと庵に珈琲を飲みに行く機会がありました。それまで珈琲は

一口も飲めなかった純がと庵のアメリカンコーヒーを口にして「これなら飲める、美味しい」と喜んで飲み、さらにブレン

ドまでも飲めたのです。あとで考えると、師匠との相性も、と庵の珈琲との相性も本当にご縁があったのだと思えます。

その後、師匠から「一生珈琲で食べていけるように仕込んであげるから」という有り難いお話があった時、自分の将来を

考えなければといけないと感じていた純のタイミングと一致し、珈琲修業を始める事になりました。理にかなった身体の

使い方で淹れる師匠の珈琲道に純はとても興味と共感を持ち、"難しいからやりがいがある"と真剣になっていきました。

そして"自分はこれで一生やっていく"という気持ちを固め、私と一緒に喫茶店をやろうと決心をしました。理解力、情報処

理能力などにも大きな問題があるため、ご指導には健常者とは比較にならない程のご苦労を師匠におかけしています。

店の名前を考える段になった時、純の中ではどうしても"光"の一文字が頭から離れなかったようです。それは自分が生死をさ

まよった時に見たあの閃光のような光があったからこそ、自分がこの世に生を続けていられる、という思いが強かったからでし

た。二人で考えた店名は光華（こうか）でしたが、師匠の「珈琲屋だから香の字の方がいいよ」というご意見で『光香』と決まりまし

た。さらに有り難い事に、遠寿院の戸田日晨ご住職が店の名前を書いて下さるという光栄も頂ける事になっております。夢

はお店の壁に自分の写真をかけ、自分で作ったコーヒーカップで自分の淹れたコーヒーをお客様に飲んで頂きたいそうの

だそうです。"光香"が純の将来を明るい光と珈琲の香り、そして人の輪で満たされるようにと私は心から願っております。　

2011年5月現在の生豆状況
コーヒー相場は過去にない展開をしてしており短期間に大きく変動しています。注文量が急激に多くなることで想定以上の速

さで在庫が回転することもあり、新価格表を送付する前に価格改定となることが商品によっては発生することがありますので

予めご了承ください。

相場は4月初旬一旦は下降する動きを示しましたが、中旬以降、反転して急上昇しています。ブラジルは、去年のクロップは

豊作でしたが小粒が多く、No.2の規格に該当するものが少ないことから現在出荷が大幅に減少する事態となっております。

もう一つの要因としてコロンビアの減産を受けて、日米欧ともにブラジルの使用量を増加させたことでブラジルでのNo.2在庫

が極めて少なくなる事態となってしまいました。更に日本国内では缶コーヒーメーカーの中にサントスNo.2を使用しているとこ

ろがあり、在庫が極めて少なくなってきています。特にサントスNo.2のS17/18はかなり厳しい状況となっています。そうしたこ

とからブラジルの価格は大きく変動しております。ブラジルはニュークロップが本格的に入荷してくる10月迄は要注意です。

と庵は、長年No.2のS21/22を取り扱っており、比較的入荷は安定しています。

珈琲茶房　光香　2014年３月 ＯＰＥＮ！
～新弟子・川田 純と家族の復活ストーリー～

身体の不自由さを抱えながら師匠に学んでいます と庵の前で

文・川田寛子




